




































カントは判断力を悟性と理性との間の「中間項」（KU : V 168）として位置
づける（1）。悟性は唯一アプリオリな構成的認識原理をもちうる能力であり，
また理性は理念によって悟性の僭越を抑制しつつ，「完全性（Vollständig-




（KU : V 169）。美感的判断力は「趣味能力（das Geschmacksvermögen）」
とも呼ばれるが，カントはここで「趣味の育成と洗練」を目論んでいるのでは
なく，もっぱら「超越論的な意図」から判断力という能力を吟味しようとして

























































































































ないのは，「自然の秩序（Ordnung der Natur）」（KU : V 184 f.）への一種の
志向性がそもそも悟性の根底にあるからである。確かに悟性は，「われわれに
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（künstlich）」である（KU : XX 213 f.）。反省的判断力が「自然をひとつの体
系において合目的的に配置（Anordnung）する普遍的な，しかし同時に無規





















































































































































実践的判断力は法則そのものを図式化する（KpV : V 68 f.）。「道徳的善とい

































































































































































































するほうがよいだろう」（GMS : IV 436）という箇所も，判定が格率と普遍
的法則との比較を指すことを示している（8）。
道徳法則という普遍が，またその範型に関しても自然法則という「悟性が常







まされた判断力（durch Erfahrung geschärfte Urteilskraft）が必要である」
と述べる（GMS : IV 389）。「規則において普遍的に（抽象的に）言われてい
たものが，行為に具体的に適用される」には，普遍的な道徳法則と，また「実























（KpV : V 70）を強調しているところを鑑みれば，カッシーラーのような見方
は少なくとも『実践理性批判』の厳密な解釈としては正しくないかもしれな
い。しかし，われわれは「目的それ自体」という可能的目的の主体として






































































































『純粋理性批判』に関しては A 版・B 版のページ付けを示した。［ ］は筆者に
よる補足を表す。
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